
新たな「地域の未来」を創る

【主催】 独⽴⾏政法⼈国⽴⾼等専⾨学校機構 ・ 国⽴研究開発法⼈防災科学技術研究所
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YouTube LIVE配信 http://youtu.be/31Z0AZ0tnaA
2021年3⽉15⽇（⽉）13:30〜15:30
最終審査会（オンライン）



13:25   YouTube LIVE 配信開始

13:30 開会にあたり(事務局から諸連絡)

13:32   開会挨拶

13:37 審査委員紹介

13:40 学生部門(プレゼンテーション)

14:30 教職員部門(プレゼンテーション）

14:55 高専・メンターによる意見交換

15:10 審査結果発表

15:30 閉会挨拶

⾼等専⾨学校が⽇ごろ培っている技術・知⾒・柔軟な発想⼒を地域の防災⼒向上に活
かすために、⾼専機構と防災科研の共催により、２０１８年度からスタートした取り
組みです。以下の４項⽬を⽬的としており、コンテスト終了後に産学連携や共同研究
等に発展している事例も出てきています。

１ 地域の防災⼒・減災⼒の向上
２ 若い⼒とアイデアを育てる
３ 新たな防災地域拠点の形成
４ 全国に各地の防災の取り組みや技術を⽔平展開

本最終審査会では、防災科研の研究者等がメンターとなり、2ndステージの約4ヶ⽉間、
各チームが試作・実験・試⾏などのアイデアの検証を⾏った成果が発表されます。

第3回⾼専防災コンテストの特徴のひとつは、2ndステージにステークホルダーヒアリ
ングのプロセスを取り⼊れたことです。ヒアリングの分析を⾏った結果、⾃分たちだ
けでは気付かなかった違った視点から⾒た課題が明確になるなど、取り組みの中で⾼
専⽣が気付きを得られるようなコンテストとなっております。

プログラム 学⽣部⾨（応募順）

●東京工業高等専門学校
地盤内部状態推定技術によるハザード
マップの高度化
～Next ADMS(Active Dynamic 

Measurement System) PJ～

教職員部⾨（応募順）

3⽉15⽇（⽉）最終審査会 プレゼンテーション

●松江工業高等専門学校

THE BEST 10 ～多機能避難ベスト～

●東京工業高等専門学校

移動ロボティクス Samuel を用いた避難
所運営支援の可能性検討

●木更津工業高等専門学校

避難所における感染危険度算出システム
の開発

●長野工業高等専門学校
シリコーンシートとヒーターによる
農業用ハウスの除雪

～地域への実装や他地域への展開の可能性～

～アイデア検証を通じた
“New Normal ”生活様式に対応する防災～

⾼専防災コンテストとは

第3回高専防災コンテストは、学生部門(代表者が
学生)と教職員部門(代表者が教職員)に分けて募集
し、1stステージへの応募は学生部門11件、教職員
部門6件でした。書類審査を経て、2ndステージに
は学生部門3件、教職員部門2件が採択されました。
両部門とも、地域の防災力･減災力を向上させるた
めのアイデアを募集しましたが、コロナ禍である
ことを踏まえ、学生部門は “New Normal”生活様
式に対応する防災を募集テーマとしました。

学⽣部⾨・教職員部⾨
最優秀賞

⾼専機構賞
防災科研賞
メンター賞

気象災害軽減コンソーシアム賞

アイデア募集
9/17〜10/14

1stステージ書類審査
10/30結果発表（学⽣部⾨11校 教職員部⾨6校）

2ndステージアイデア検証
11/1~2/26 （学⽣部⾨3校 教職員部⾨2校）

3/15 最終審査会
(オンライン)
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長野工業高等専門学校
シリコーンシートとヒーターによる農業用ハウスの除雪

学⽣
部⾨

教職員
部 ⾨



宮島 亜希子内山 常雄伊勢田 良一 横山 仁安達 聖

私は、松江高専（12月
までは中島広子メン
ターと共に担当）、東
京高専、木更津高専を
担当させていただきま
した。防災分野におい
てのセンシング、デー
タ分析、ものづくり等、
コロナ禍で活動が制限
される中でも積極的な
取組に感動しました。

東京高専を担当させて
いただきました。企画
立案から、機器製作、
実験計画、実験、アン
ケート集計と分析、そ
れに最後のプレゼンの
制作に至るまで、多方
面で素晴らしい能力を
発揮されていることに
感心いたしました。

長野高専を担当させ
ていただきました。
主要な農業気象災害
であるパイプハウス
の雪害に対し、斬新
なアイデアと現場を
意識した取り組みに
敬服しました。今後、
実用化されることを
期待します。

私は長野高専を担当さ
せていただきました。
東北地方でも今冬の大
雪によりパイプハウス
の倒壊被害が多数発生
しています。シリコン
の塗布は施工が容易か
つ低コストな方法とい
うことなので、今後の
実用化に期待しており
ます。

木更津高専を担当させ
ていただきました。手
探り状態で難しい課題
でしたし、コロナ禍で
の制約も多い中、感染
危険度の算出のみなら
ず、ステークホルダー
の行動変容にまで取り
組めたことは素晴らし
いと思います。今後も
期待しています！

本コンテストにおいて、2ndステージへ進出した高専のメリットは、アイデア検証結果発表の提供だ
けではなく、アイデア検証をアシストする防災科研のメンターサポートがあることです。メンターは、
直接アドバイスを行うほか、関連する分野の防災科研の研究者へのつなぎの役割を果たし、さらには、
ステークホルダーとのつなぎをアシストしたケースもあります。

コロナ禍であることから、オンライン会議やメール、電話でのサポートが中心となりましたが、そ
れぞれ複数回にわたりコミュニケーションを図りました。

教職員だけでなく、素晴らしいアイディアを持つ学生とも意見交換できるということで、学生と携
わることがそれほど多くない防災科研のメンターにとっても非常に有意義なものでした。

メンターサポートの利点としては、提案書類だけではわからないアイディア検証のニーズや課題が
把握され、そのサポートが可能となることや、各高専との連携関係の構築が促進されることがあげら
れます。メンターサポートはメインとサブの2人体制で行い、アイディア検証の内容によっては外部の
専門家の協力もいただきました。

（五⼗⾳順）

防災科研 メンター紹介

教職員
部 ⾨



第１回

第２回

これまでの取り組み

賞 ⾼専名 タイトル

最優秀賞 明石工業高等専門学校 Take Action ‐風水害への備え意識啓発ゲーム‐

優秀賞 木更津工業高等専門学校 気象データと公共交通機関の関連調査と影響予測システムの構築

高専機構賞 阿南工業高等専門学校 IoT技術を用いた川の水位の広域監視観測システム

防災科研賞 豊田工業高等専門学校 畳入れ選手権～伝統的治水方法である畳堤を守る～

1stステージ書類審査には、33件の応募があり、審査委員による採点に基づき厳正な審査を行なった結果、10件を2nd
ステージに採択いたしました。 2ndステージでは、採択された提案について、防災科研の研究者等が各高専のメンターと
してサポートしながらアイデア検証を行い、その成果が、2019年3月27日に一橋講堂中会場（東京都千代田区）で開催さ
れた最終審査会で発表されました。
最終審査会のプレゼンテーションでは、各校の担当者から、限られた時間の中でアイデアにあふれた発表が行なわれ、

それぞれの防災への強い意気込みや熱心な取り組み、そして高い技術力を知ることができました。
当日は、高専と一般の参加者、あるいいは高専と高専のつながりを促進するため、ポスター発表を行いました。さまざま

な分野から89名の参加者を迎えることができ、最終審査会は盛況のうちに終了いたしました。

賞 ⾼専名 タイトル

最優秀賞 木更津工業高等専門学校 異種情報源の統合による令和元年千葉県激甚災害の被害状況の可視化

優秀賞 東京工業高等専門学校
Active Dynamic Measurement System (ADMS)による安価・高精度な土砂

崩壊検知システム

高専機構賞 熊本高等専門学校 災害の発生初期対応時に避難所を助けるシステムの開発

防災科研賞 仙台高等専門学校 “みんな”でつかうモバイルキッチン

第3回⾼専防災コンテストの活動

北海道から九州地方までの全国各地の高専から24件の応募があり、技術開発だけでなく、地域振興に結び付く等の多
岐なアイデアが寄せられました。審査委員による厳正な審査を実施し、2ndステージに10件のアイデアを採択いたしました。
2020年3月9日に予定されていた最終審査会は、コロナウイルス拡大防止の観点から、会場で参集する形式での開催

を中止しました。そのため最終審査は、審査会当日に使用するために作成したプレゼンテーションデータと、ポスターセッ
ション時のポスターデータを提出いただき、その2つをもとに審査を実施しました。
受賞したアイデアは、いずれも今後の地域防災力向上につながり、さらに発展するポテンシャルを秘めたものとなりました。

2020年11月11日に、第3回高専防災コンテスト2ndステージオリエンテーションを開催しました。2ndステージ進出の
5チームが参加し、オンラインでメンターや各高専と交流しました。

事務局（東京） 事務局（つくば）オリエンテーションの様子（オンライン）

記念撮影



井上 光輝（国立高等専門学校機構 理事）

新型コロナウイルス感染症拡⼤を受け、経験したことのない情勢の
なか、令和２年度も⾼専防災コンテストが無事に開催できましたこと
を⼤変喜ばしく思います。

本コンテストは、各地に存在する⾼専の強みを⽣かし、“地域の防
災⼒･減災⼒”の向上にチャレンジする取り組みで、防災科学技術研究
所と国⽴⾼等専⾨学校機構の共催として今年度で３回⽬となります。

今年度は、学⽣部⾨の募集テーマを「“New Normal” ⽣活様式に対
応する防災」とし、コロナ禍で変化していく地域・社会を⾒据えた防
災のアイデアを募集しました。

岩波 越（防災科学技術研究所 第3回高専防災コンテスト審査委員長）

主催者からのご挨拶

書類審査を通過した優れたアイデアをもとに、防災科学技術研究所の皆様のご指導も
頂戴しながら、地域でのステークホルダーへのヒアリングや、仮説・検証を幾度も繰り
返し取りまとめを⾏ったもので、洗練された成果発表となっています。

ご覧いただく皆様にも、⾼専の学⽣・教職員が⽇ごろ培っている技術・知⾒・発想⼒、
そして⾼専の教育・研究のレベルの⾼さを感じ取っていただければ幸いです。

末筆ではありますが、ご後援ご協⼒を賜りました関係団体の皆様、そして今回の⾼専
防災コンテストにご⽀援いただきました皆様に⼼より御礼申し上げます。

コロナ禍で緊急事態宣⾔が出され、学校の閉鎖により集合するこ
とができない等の⼤きな制約を受ける中でも、それぞれ⼯夫をこら
してアイデア検証や地域への実装課題に取り組まれ、素晴らしい成
果を出された各⾼専チームに、まず敬意を表したいと思います。ま
た、ご後援ご協⼒をいただきました関係団体の皆様、2ndステージ
に進んだ5チームの活動をご⽀援くださった皆様には、⼼より御礼
申し上げます。

第3回⾼専防災コンテストでは、⼆つの新しい試みを取り⼊れま
した。⼀つは、必ずステークホルダーへのヒアリングと分析を⾏っ
ていただいたことです。⾃分たちとは異なる視点からの考えを受け⼊れて、仮説や試
作品の検証・改良を推し進め、あるいは⼤胆な⽅針転換を図る対応は⾒事で、ニーズ
主導の研究開発を進めようとしている私たちにも⼤きな刺激になりました。もう⼀つ
は、最終審査資料として10分間動画を作っていただいたことです。5チームの動画は
起承転結の明確なオーソドックスなものから、新しい技術を駆使したもの、ユーモア
に富んだものまで個性にあふれ、楽しく拝⾒しました。

今後も、国⽴⾼等専⾨学校機構の皆様といっそう連携を深めて、⾼専防災コンテス
トを育てていきたいと考えております。引き続き、ご⽀援ご協⼒のほど、よろしくお
願い申し上げます。



審査委員長：岩波 越（防災科研 首都圏レジリエンス研究推進センター 副センター長）

国立高等専門学校機構：井上 光輝（理事） 鶴見 智（教育総括参事） 佐藤 貴哉（研究総括参事）

防災科学技術研究所：上石 勲 取出 新吾 中村 一樹 （首都圏レジリエンス研究推進センター）

気象災害軽減コンソーシアム：坂下 哲也（JIPDEC 常務理事） 本多 潔（中部大学教授）

諸橋 和行（中越防災安全推進機構理事)

株式会社アドデザイン
ESRIジャパン株式会社
京浜スチール⼯業株式会社

株式会社ICTサポート
アールシーソリューション株式会社
⼀般社団法⼈Civilユーザ会
株式会社ビーアンドエス・エンタープライズ ⼋千代エンジニアリング株式会社

（五⼗⾳順）

審査委員

「私たちは全国の⾼専を応援しています」

https://www.bosai.go.jp/labo/ExtremeWeather/contest_2020.html

メール：nied-kosencon(at)bosai.go.jp
※ (at)は@に置き換えてください。

お問い合わせ
国立研究開発法人防災科学技術研究所

第3回高専防災コンテスト事務局

第1回高専防災コンテスト最終審査会の様子


